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<12～1月開催された部会の状況>
部会・ワーキング
グループなど 次回開催予定

　

今年度第10号のふくしネット情報です。12月には第1回全体協議会が開かれました。日程についてはもう少し早めがいいという声もいた
だいているので、次年度の運営委員会等で検討したいと思います。お忙しい中ご来場いただいた方、ありがとうございました。また今後
の活動に活かしていただければ幸いです。PICKUP欄に様子等を掲載しましたので、ご確認ください。

運営委員会

開催日：1月9日（火）　ふれあい福祉センターにて
〇第1回全体協議会振返り
　　いい講師選定だった。
　　テーマ・企画を進める際の検討や実際動く人の調整が分かりづらいか
〇来年度の運営委員会の体制について
　　構成メンバー・運営委員の任期・運営の進め方　など検討
　　※1/29運営委員会・部会長連絡会合同会議の中で意見をもらい検討
〇第2回全体協議会について
　　3月22日（金）午後　市役所第2庁舎10階講堂にて（予定）
　　部会報告・障害者相談支援センター等報告
　　他取り組むテーマについて検討…災害対策についてはどうか
　　　※1/29運営委員会・部会長連絡会合同会議の中でも検討
〇その他　基幹相談支援センターについて
　　令和6年度は設置が出来ない見込み　と　市より報告あり

開催予定日
〇運営委員会・部会長連絡会
合同会議
1月29日（月）10:00～
場所　更北支所

地域でいこう
委員会

開催日：1月19日(金）　長野市保健所にて
・1月23日に開催されるにも包括の学習会の内容について
・10月に実施した精神科医療機関と執行部との話し合いの内容共有
・来年度の事業計画作成にあたり、今年度の委員会の振返り

開催予定日
3月5日（火）10:00～
テーマ：事業報告・来年度の事
業計画作成
場所：長野市保険所

開催報告

ケアマネ
連絡会

開催予定日
2月7日（水）
場所：ハーモニー桃の郷
2月20日（火）
場所：もんぜんぷら座
各10：00～

開催日:1月10日（水）ハーモニー桃の郷にて/1月23日（火）もんぜんぷら
座にて
●ふくしネットについて（各部会の開催状況や地域課題WG等）
●地域課題B群・C群について検討[地域生活支援拠点とその機能の確認、
機能の整理、評価の必要性について]　実際の相談事例や部会等での検討
事項から、地域生活支援拠点・地域移行について、具体的に想定される場面
を場合分けして、ニーズを検討しながら地域課題を整理していく。
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☆第１回全体協議会を開催しました☆

 1月23日「精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る学習会」を障害福祉課と
協力して開催しました。
 長野市の精神保健福祉について・地域でいこう委員会での取り組みを通しての感じる
課題を確認した上で、都道府県広域アドバイザーである望月さんの講義を聞き、
グループワークを通して、
   今の業務で　困っている事は何か？   今後自分が担える役割は何か？
について共有をしました。

☆精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る学習会を開催しました

 12月22日（金）第1回全体協議会を開催しました。
今年度こども家庭庁が発足されたため「インクルーシブ教育・社会に向けた取り組み」を
テーマにしたところ、68名の参加がありました。

 前半では青木村教育長・沓掛英明氏より「青木村のインクルーシブ教育・社会に向けた
取り組み」についての講演をしていただきました。

 後半には「長野市のインクルーシブ教育・社会の実現を目指して」と題し、
柳町保育園長・宮田やちよ氏、若穂中学校長・片山ますみ氏、
こども総合支援センター所長・吉澤良美氏、長野市北部発達相談支援センター専門員・
熊谷恵子氏、長野市障害福祉課・穂刈修利氏によるシンポジウムを行い、
長野市の取組やインクルーシブ実現に向けた考えや思いを、それぞれの立場から話して
いただきました。

 アンケートでは、長野市のインクルーシブの地域づくりのスタートとしてタイムリーだった、
子どもだけの問題ではなく障害者全体に言えることだった、「インクルーシブは特別じゃ
ない」「ピンチはチャンス」といった言葉が印象に残った、それぞれの機関での取組・考え
方を知ることができて良かった、といった感想をいただきました。

【地域でいこう委員会】

Pick Up!


